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研究成果の概要（和文）：本研究では、他者の感情を他者がおかれた社会的文脈情報から自発的

に推論することを示す実証的証拠を得た。また、状況への注目や音声による情報提示など、こ

の推論を促進する要因について示唆を得た。他方で、後悔感情の予測におけるインパクトバイ

アスの実証的証拠を示した。また、学業課題におけるポジティブおよびネガティブな感情予測

が、後の達成動機づけを強めることをいくつかの現場実験で示した。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, we obtained empirical evidence that people could 
spontaneously infer other people’s emotions from situational information. The results 
also suggested factors that facilitated the inference, such as attention to situation and 
presentation by vocal information. Then, we obtained empirical evidence of the impact 
bias in forecasting regret. Further, we found in some field experiments that forecasting 
positive or negative affects after completing an academic task could strengthen 
achievement motivation to do the task afterwards. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）社会心理学のこれまでの対人認知研究
では、性格や能力など安定した特性を知る過
程に焦点が当てられてきて、感情や信念など、
他者の一時的な心的状態を知る過程の研究
が乏しかった。しかし、日常の対人関係を考
えても、発達心理学などで盛んに研究される
ようになった「心の理論」研究を考えても、

感情推論の研究は重要で有用だと考えられ
たことが背景の１つである。 

（２）ハーバード大学のギルバード教授など
が「感情予測」という概念のもと、自己の将
来の感情推論の研究を開始した。この推論に
はバイアスが伴うことや、この推論に基づい
て人が行動することなど興味深い検討課題
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のある、実り豊かな研究領域だと考えられた
ことがもう１つの背景である。 

（３）自己の内的状態を他者に投影したり、
他者の感情に共感する現象から考えて、他者
についての感情推論と自己の感情推論とに
は機能的な関連や共通性を想定できるだろ
う。両者を統合的に捉える理論的枠組みを構
築したいと考えたことが本研究を構想した
３番目の背景である。 
 
２．研究の目的 
（１）他者の感情を他者がおかれた社会的文
脈（状況）情報から自発的に推論する証拠を
示すことが第１の研究目的である。 

（２）状況情報からの自発的感情推論を促進
する要因を示すことが第２の研究目的であ
る。 

（３）将来の出来事に反応して生じる自己の
感情を過大に推論する傾向（インパクトバイ
アス）を日本において追試することが第３の
研究目的である。 

（４）インパクトバイアスを低減する要因を
示すことが第４の研究目的である。 

（５）課題遂行後の感情予測に関わるインパ
クトバイスは、その課題遂行への動機づけを
強める適応的機能を持つことが予測される。
この仮説を実証することが５番目の研究目
的である。 

（６）自己と他者の感情推論を統合的に捉え
る理論的枠組みを提案することが６番目の
研究目的である。 
 
 
３．研究の方法 
（１）小森・村田（2010）では、目的１と２
に関する実験研究を行った（雑誌論文①）。
まず、この研究の方法を紹介する。 
 この研究の実験１では、手がかり再生パラ
ダイムに基づく自発的感情推論の実験が行
われた。まず参加者に「Ａさんは銀行で 30
分待たされた」といった状況記述文を 15 文
読ませ、記憶するように求めた。これら状況
記述文は、それぞれ異なる感情を推測可能な
ものであった。その際に、単に記憶するだけ
の条件と、主人公になったつもりで記憶する
よう求めた視点取得条件を設けた。次に妨害
課題を行った後に、参加者は記憶した文の再
生を行ったが、手がかりとして状況から推測
可能な感情語（「イライラ」）、状況に関連す
る意味語（「金融」）、なしの３つの被験者内
条件を設けた。この再生成績を得点化して分
析した。 

実験２では、再学習パラダイムに基づく自

発的感情推論の実験が行われた。まず接触フ
ェイズで、参加者に主人公のニュートラルな
顔のイラストと名前、少し長めの状況記述文
を 12 人分提示した。このうち８つの記述文
は「怒り」「驚き」「喜び」「悲しみ」のいず
れかの感情を推測可能なものであった。この
際に、参加者の半数には状況を想像するよう、
残り半数には主人公の感情を想像するよう
に教示した。次に学習フェイズで、16 組の名
前と顔のペアを参加者に提示した。このうち
４ペアは接触フェイズの主人公の感情と一
致する表情を示していて、他の４ペアはそれ
と不一致の表情であった。さらに初出の人物
のペアも統制条件として設けた。その後遅延
課題を行わせ、最後の再認フェイズでは、主
人公名を示して、その表情が４つの感情のど
れであったのかを選択させた。この再認成績
を分析した。 

（２）目的２については、小森・村田（2008a, 
2008b, 2010）でも検討を行った（学会発表
⑦⑥①）。これらの研究では、音声情報から
の自発的な他者の感情推論は頑健に示され
ることを予測して実験を行った。次にこれら
の方法をまとめて紹介する。 
 この一連の実験では、状況記述文を読み上
げたものを録音して実験参加者に聞かせた。
次に遅延課題を行わせた後に、再認文を文字
で提示した。再認文のリストには、元の文、
感情語を加えたもの、意味的に無理のない語
を加えたもの、新規のフィラー文が含まれて
いた。このうち、状況記述文から推論可能な
感情語が追加された文を誤再認する程度（あ
るいは再認の確信度）を調べ、他の場合と比
較した。比較する条件として、元の文の語順
を変換したもの（学会発表⑥）や不一致感情
語を加えたもの（学会発表①）も設けて実験
を繰り返した。 

（３）目的３の証拠は、道家・村田（2009）
などで示した（雑誌論文②）。ここではこの
実験の方法を紹介する。 
 実験では、７種類の飲み物の人気ランキン
グを当てるクイズに参加してもらった。参加
者には正しいと思う順番を２通り作成して
もらい、最後に１つを選ばせた。その結果、
選んだ順序がはずれていたが、２通りのうち
もう１つが正解だった場合を僅差条件、２つ
ともはずれの場合を大差条件とした。その後
予測者条件の参加者には、はずれたことを知
った直後および 10 分後の感情について推測
させた。経験者条件の参加者には、２分後に
僅差または大差のはずれをフィードバック
して、そのときの感情を回答させた。さらに
遅延課題の後、10 分後にも自分の感情を回答
させた。そして、感情尺度に含まれていた後
悔項目の得点を実験デザインに沿って分析
した。 



 

 

（４）目的４については桑山・村田（2009）
などいくつかの実験で検討した（学会発表
④）。この実験では、インパクトバイアスの
要因の１つである「心理的免疫システムの無
視」を取り除く方略の有効性を検討した。 
 実験参加者には課題を実施する前に、次の
３通りの思考条件を設定した。改善思考条件
では、ネガティブな出来事を経験した後にど
うしたら気分が改善するのか考えさせた。持
続思考条件では、ネガティブな気分が持続し
てしまうことを考えさせた。そして統制条件
では中立的内容の話題を考えさせた。その後
架空の論理的思考力テストについて説明し
て、それができなかった場面を想像させて、
そのときの感情を予測させた。 

（５）目的５については村田・桑山（2009）、
道家・桑山・村田（2010a, 2010b）で現場実
験を行って成果を得た（学会発表⑤③②）。
これらの方法をまとめて紹介する。 
 大学の授業期間の途中の時期に教室で、成
績評価に関わるレポートあるいはテストの
成績が良かった、悪かった、あるいは普通で
あった場合を想像させて、そのときの感情を
回答させる調査を行った。その後、レポート
提出時、あるいはテストの時期に調査を実施
して、レポート課題やテスト勉強に取り組ん
だ時間など、課題達成の動機づけを調べた。
２つの調査を対応させて、感情予測の条件に
応じて動機づけの指標が異なるかどうかを
分析した。 

（６）目的６については本研究課題に関わる
ワークショップや研究会を開催する中で、他
の研究者と討議しながら考察を深めた。また、
村田（2010；図書①）を執筆し、社会的認知
の最新の研究に関する当該図書を編集する
過程で理論的な考察を行ってきた。 
 
 
４．研究成果 
（１）小森・村田（2010）の実験１では、以
下の表に示された結果を得た。 

  表１   再生得点の平均      

       感情語  なし  意味語  

記 憶   4.09     1.37     5.61  
視点取得    5.36     1.17     4.71  

 （得点の範囲：0-15） 

 手がかり語条件の主効果は有意であり
（F(2,114)=51.2 p<.001）、感情語条件は手
がかりなし条件よりも記述文の再生を促進
するという仮説が支持された。このように自
発的感情推論の証拠を得たが、意味語条件と
の間には差が認められなかった。 
 実験２では、表２に示された結果を得た。 

 

  表２   再認正答数の平均      

        一致   不一致  統制  

状況想像   2.60     1.96     1.78  
感情想像    2.16     1.52     1.32  

 （得点の範囲：0-4） 

 学習タイプ条件の主効果は有意であり
（F(2,174)=21.0 p<.001）、一致条件では他
の２条件よりも再認正答数が高く、自発的感
情推論が生じたことを示す有力な証拠を得
た。また、想像条件の主効果も有意で
（F(1,87)=6.06 p<.05）、状況を想像した方
が感情を想像したよりも正答数が高かった。
これは、行為者に注目するよりもその状況に
注目した方が、感情推論が促進される場合が
あることを示すと考えられる。 

（２）最新の実験の結果を報告すると（学会
発表①）、音声提示された文から推論できる
感情語を追加された場合には、推論できない
語を追加された場合よりも、再認時の確信度
が高いことが示された(M=3.70 vs. 2.40 
t(69)=10.9 p<.001）。このように、音声情報
からの自発的感情推論は、文字情報からの推
論よりも自然の状況に近く、推論を促進する
可能性が考えられる。 

（３）道家・村田（2009）の実験では、以下
の図１の結果を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   図１ 後悔指標の平均値 
 
 直後の後悔については、はずれ方（僅差・
大差）の主効果（F(1,60)=9.80 p<.005）、役
割（予測者・経験者）の主効果（F(1,60)=11.33 
p<.005）とも有意であったが、交互作用によ
って制限されていた（F(1,60)=8.78 p<.005）。
これは僅差条件においてのみ、予測者は経験
者よりも強い後悔を示すものであった。この
結果は 10 分後についても同様で、全体とし
て後悔の程度が弱まったが、分析結果は同じ
であった。このように、後悔感情についての
インパクトバイアスの明確な証拠が得られ
た。 



 

 

（４）桑山・村田（2009）の実験では、改善
思考条件において統制条件よりもネガティ
ブ感情予測が弱まり、心理的免疫システムを
考慮することによってインパクトバイアス
が低減される可能性が示された。しかし、持
続思考条件でも統制条件よりもネガティブ
感情予測が弱まっており、ネガティブ経験を
思考すること自体が感情予測を低減する可
能性も考えられた。 

（５）ここでは最新の２つの実験（道家・桑
山・村田, 2010a, 2010b）結果を報告する。
まず、学会発表②では、中間テストの翌週に、
期末テストに向けての勉強時間の見積もり
を行わせた。その結果、ネガティブ感情を予
測した場合（2.71h）には、統制条件（2.25h）
よりも長い時間勉強すると回答した。ポジテ
ィブ感情を予測した場合には（2.22h）、統制
条件との間に差が認められなかった。 

次に、学会発表③では、期末テストの直前
の授業のときに、合格点を上回った場合また
は下回った場合の感情予測を行わせ、試験勉
強準備についての予測を行わせた。その結果、
ポジティブ感情を予測した場合（8.94）には、
統制条件（7.96）よりもテスト勉強への動機
づけが高まっていた。しかし、ネガティブ感
情を予測した場合には（7.83）、統制条件と
の間に差が認められなかった。 
 以上のように、ネガティブおよびポジティ
ブ感情を予測すると達成動機づけが高まる
証拠が得られたが、必ずしも頑健に示される
現象ではないかもしれない。 

（６）自己と他者の感情推論を統合的に捉え
る理論的枠組みを提案するという６番目の
研究目的については、まだ現在検討中であり、
今後まとまった論考を完成させたい。 
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一橋大学・大学院社会学研究科・修士課程 

 

 馬場 洋香（BABA HIROKA）（2009 年度） 

一橋大学・大学院社会学研究科・修士課程 

 

 田戸岡 好香（TADOOKA YOSHIKA） 

（2010 年度） 

一橋大学・大学院社会学研究科・博士課程 
 

渡邊 さおり（WATANABE SAORI） 

（2010 年度） 

一橋大学・大学院社会学研究科・博士課程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


